別紙様式
平成23年度当初予算　支出科目　　款：商工費　　　項：商工費　　　目：工鉱業振興費
	事業名: 　伝統的工芸品月間推進事業負担金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　商工労働部　モノづくり振興課　地場産業担当　電話番号：058-272-1111（内3095）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E-mail：c11355@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：200千円（前年度予算額：200千円）

	事業内容


	１　事業の内容


国が定める伝統的工芸品の普及啓発強化月間である「伝統的工芸品月間」（毎年11月）において、全国を対象に各種普及推進事業を実施する財団法人伝統的工芸品産業振興協会（経済産業省の外郭団体、以下「伝産協会」）に対し、事業経費の一部を負担金として支払う。
＜伝統的工芸品月間の概要＞
経済産業省が省令で定め、昭和５９年度からはじまったもの。１１月を「伝統的工芸品月間」と定め、伝産協会を中心に、１０月から１１月にかけて全国各地において伝統的工芸品の普及推進事業を実施する。
○伝産協会による伝統的工芸品月間行事業
(1)普及事業

・伝統的工芸品月間国民会議全国大会の開催
(2) 子どもを対象とした普及・後継者育成事業
・地域伝統的工芸品体験学習事業の実施 
・図画及び作文コンクールの実施
(3) 全国に向けた広報活動
・普及広報の実施
	２　所要経費


伝産協会に対する負担金：　200千円
[協力都府県及び市の各指定品目数等を勘案し案分]
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅱ　ふるさと岐阜県の資源を活かした活力づくり                              

１　モノをつくって、地域外からお金を稼ぐ地域をつくる。

・地域ブランドを育成する

・県産品の市場を拡大する
	２　これまでの取組状況


・平成２０年度に、当該月間事業である「伝統的工芸品月間国民会議全国大会（全国伝統的工芸品まつり・ぎふ）」を岐阜メモリアルセンターにて開催
・その他の年度については、他県で開催される「伝統的工芸品月間国民会議全国大会」に対する後援のほか、全国図画及び作文コンクールでの岐阜県知事賞の交付などの協力・支援を行ってきた。
	３　これまでの取組に対する評価


・人々の生活スタイルや嗜好の変化に伴い、伝統的工芸品の需要は著しく縮小している。しかしながら、伝統的工芸品は、本県の基幹産業であるモノづくり産業の原点であるとともに、本県の伝統や文化を他県や外国へアピールする際の象徴であり、失ってはならない貴重な宝である。事業者の大半が中小零細であり、事業者主体で普及啓発・需要喚起を図るだけの体力がないため、今後も伝産協会（経済産業省）と連携し、継続した業界支援が必要である。

・本県では、平成２０年度に岐阜市内で開催された「伝統的工芸品月間国民会議全国大会」を契機に、各産地組合にも活発な事業活動が見られるようになった。今後も月間事業に継続して協力し、引き続き伝統的工芸品産地の活性化を図る必要がある。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）
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